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京都府丹後保健所 保健課 

（丹後地域包括ｹｱ推進ﾈｯﾄ） 

１ 若年性認知症支援研修会の開催について 

11 月 5日（金）に標記研修会をオンラインにて開催しました。 

今年度は「連携」をテーマに、支援者が若年性認知症に対する知識を深め、支援者間での連携のあり方を

考える機会とし、若年性認知症の方の就労や居場所等の受け入れ体制の拡充を目指すことを目的に開催しま

した。 

「若年性認知症の基礎知識と対応」については、京都府立医科大学大学院医学研究科精神機能病態学の成

本迅教授に講義を行ってもらい、「若年性認知症の方への居場所・就労支援」については、京都府こころのケ

アセンターの若年性認知症支援コーディネーターである山中祥子臨床心理士に講演してもらいました。 

また、実践報告として、「若年性認知症の方への居場所・就労支援の実際について～障害分野との連携のあ

り方を考える～」をテーマに、繋いだ側の立場から与謝野町地域包括支援センターの小山佳子社会福祉士、

宮津市地域包括支援センターの高橋梓保健師及び宮津市社会福祉課障害福祉係の安田宣孝主査に、受け入れ

た側の立場から峰山共同作業所の引野充朗管理者に報告してもらいました。 

参加者は高齢者介護サービス事業所等の介護支援専門員や障害者就労支援事業所、障害者支援サービス事

業所など 90名近くの方に聴講していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成本教授からは、若年性認知症の多くの人が

発症時には就労しているものの、退職を余儀な

くされ、その結果収入が減少し、生活に支障を

来すという課題があり、診断後の支援として、

就労等の本人のニーズに合った経済的支援サー

ビスの充実が求められているとのことでした。 

医師との情報共有は出来るだけ具体的に行動

などについて伝えて欲しい、とも言われていま

した。 

また、新薬についての情報提供もして頂けま

した。 

「若年性認知症の基礎知識と対応」について（成本教授の資料より抜粋） 



実践報告では、相談を受けた地域包括の担当者が様々な支援機関や事業所と連携して途切れない支援をさ

れており、受け入れられた作業所からはその方にあった作業を検討したり、日々の具体的な作業の補助につ

いて大変工夫されている様子をお話しいただきました。 

意見交換では、中川正法先生（京都府健康医療対策監）から、言葉だけでなく視覚的情報や日頃見慣れた

ものを活用する等、若年性認知症の方とのコミュニケーションを図る上での様々な工夫について、御助言い

ただきました。 

最後に、「若年性認知症の方への支援について」ということで、京都府こころのケアセンターの若年性認知

症支援コーディネーターからは、若年性認知症支援コーディネーターの役割、若年性認知症の方が利用でき

る制度や、他地域で活躍されている若年性認知症の方の支援内容等についてお話しいただきました。 

終了時アンケートでは、「若年性認知症支援コーディネーターのことを初めて知った」、「支援や相談窓口を

わかりやすく教えてもらえた」と言う声がありました。研修会全般として、若年性認知症の正しい理解の学

習ができ、9 割以上の方に満足してもらえました。 

「若年性認知症の方への居場所・就労支援」について（京都府こころのケアセンターの資料より抜粋） 


